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令和５年 栃木市長 新年の抱負 （要旨） 

 

 

○年頭のあいさつ 

・昨年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に加え、燃料費や電気料金をはじ 

めとする物価高騰が大きな影を落とした年であった。 

・「いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会」「とちぎ秋まつり」「ラムサール条約登録湿 

地関係市町村長会議」など、全国から大勢のお客様をお迎えした。 

・「栃木市立美術館・文学館」「渡良瀬サイクルパーク」、嘉右衛門町伝建地区拠点施 

設「交流館」の供用開始。 

・渡良瀬遊水地の谷中湖とハートランド城が「恋人の聖地」に選定されるなど、 

本市の魅力を高める施設などが、次々とオープンした。 

・今後これらの施設等を有効活用し、魅力と賑わいの創出に向け、栃木市を訪れた 

方へのおもてなしの強化を図り、交流人口の増加に繋げていく。 

 

 

○新型コロナウイルス感染症対策について 

 ・基本的な感染防止対策への協力を市民へお願いしていく。 

・国の動向に注視しながら県と連携して、円滑なワクチン接種に努める。 

・「感染拡大防止」と「地域経済の活性化」の両立に向けて、物価高騰の影響を受け

る市内事業者や市民に対し、迅速かつ適切な対策を講じていく。 

【新型コロナウイルス感染症対策室 0282-25-3512】 

 

○治水対策等について 

 ・現在、永野川の大規模改修や巴波川の地下トンネルなど、抜本的な河川改修が県 

により進められている。 

・「水害に強い栃木市」を実現するため、内水対策として、調節池や排水施設の整備 

及び、田んぼダムの整備等を進め、流域治水対策に取り組んでいく。 

・新たなハザードマップを策定し防災意識を高めていただけるよう呼び掛けていく。 

【道路河川整備課 治水対策室 0282-21-2784】 

【危機管理課 0282-21-2551】 

 

○産業の振興と雇用の創出について 

 ・物流拠点地区として造成に着手している栃木インター産業団地は、データセンタ

ーの誘致も進めていく。 

 ・現在、国の補助を活用しデータセンター事業実施可能性調査を進めている。 

・栃木インター周辺地区は、デジタル産業基盤の適地であり、物流拠点地区にデジ

タル産業を加えた、次世代向けハイブリッド型産業団地を目指していく。 

・平川地区の産業団地は豊富な地下水を活かし、フードバレー構想を推進するため

食料品製造業及び関連企業の誘致を進めていく。 

                       【産業基盤整備課 0282-21-2377】 

【市街地整備課 0282-21-2775】 
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○子育て支援の充実について 

・本年４月に国においては、「こども家庭庁」が創設される。 

・こども家庭庁では、こどもの最善の利益を第一に考え、健やかな成長を社会全体

で後押しする「こどもまんなか社会」の実現を目指すとされている。 

・子育て支援の充実を図るため「こども家庭センター準備室」を新たに設ける。 

・国の基本理念に則した取り組みを円滑に推進できるよう、努めていく。 

【総合政策課 0282-21-2305】 

【子育て支援課 0282-21-2288】 

 

○その他 

 ・令和５年度は「第２次 栃木市総合計画」の初年度にあたる。 

・本市は平成２７年と令和元年に２度の豪雨災害、復興・復旧の半ば、新型コロナ 

ウイルス感染症の対応、人口減少、少子高齢化の進行、地球規模での環境問題、 

世界的な物価高騰など、社会情勢が日々目まぐるしく変化している。  

・そうした状況を踏まえ、誰もが安心して生活ができる持続可能な街づくりを目指 

すため、災害に強い栃木市や自然との共生など、新たな視点を盛り込んだ。 

・今後 10年にわたる本市の指針であり、着実に推進できるよう努める。 

・「ゼロカーボンシティ宣言」を行い、2050年二酸化炭素排出ゼロに向けた取組を 

推進していく。 

・「ごみ減量宣言」も行い、食品ロスの削減など、ごみの減量化に取り組んでいく。 

・10月には新斎場が完成し供用を開始する。 

・市民のニーズに的確に応え、遺族や会葬者へ配慮した人生の終焉の場に相応しい 

施設となるよう努めていく。 

・令和元年台風災害により見直し又は延期していた大型事業について、順次再開し 

ていく。 

・これらの施策を着実に実現し、誰もが安心して暮らせるまちづくり、持続可能な

まちづくりを目指していく。 

・子どもから大人まですべての市民が夢や希望を持ち、未来に向かって歩めるよう、

精一杯努力をしていく。 

【総合政策課 0282-21-2302】 

  【環境課 0282-21-2420】 

【クリーン推進課 0282-31-2447】 

【環境課 斎場整備室 0282-21-2428】 

【行財政改革推進課 0282-21-2344】 

総合政策部 広報課 

担当 茅原 

電話 0282-21-2148 


